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地域の持続性～乗り越えなければならない「２つの災害」

そのために必要とされる「防災【も】まちづくり」という考え方

防災と復興をトータルで考える



地域の持続性～乗り越えなければならない「２つの災害」

• １．津波災害
• 南海トラフ巨大地震

• 日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震

• ・・・・

• ２．人口減・少子社会の実情
• 【消滅可能性自治体】：全国の4割の自治体

• 向こう20年～25年で人口半減（生産年齢人口はもっと減少）

• もはや「ゆっくりとした災害の最中にある」ともいえる。

• 伊豆半島のある地域：過去35年で1/3減、向こう20年～25年で半減。

• 地方での少子社会は更に深刻

• 首都圏周縁部に位置する，ある地域中学生の数

• 70年前：1,000人、40年前：300人、現在：60人、去年の出生数4人（15年後は12人？）

消滅可能性自治体：NHKニュース（2024.4.24）
https://www3.nhk.or.jp/news/html/20240424/k10014431611000.html



そのためには，防災だけではなく，防災【も】の発想が必要である

2020.10.26朝日新聞朝刊



防災【も】まちづくり ※反対語は「防災【だけ】」

1. 防災だけでは取り組みにくいことを理解し，防災の推進力・持続性を高める

1. 「防災【も】まちづくり」 ：日常の営みと災害への備えを重ねる

• 災害への備えを日常に織り込む：

• 他の地域課題とあわせて総合的に考える：

• 日常のプラスを生み出すことで災害への備えを加速する：

日常

災害



防災【も】まちづくり事例：徳島県美波町伊座利集落（陸の孤島的１００人集落）

5

総合性

地域おこし・地域づくりの25年間の歴史：たかが100人されど100人、何にもないけど何かある

津波防災地域づくり × 集落の持続性

災害への備えは，集落の持続性を高める
集落の持続性を高めるような災害の備えが不可欠



国土交通省先進的まちづくりシティコンペ・ 表彰式・シンポジウム（2018.3.14）

徳島県伊座利集落：受賞

「何もないけど，何かある」
「たかが100人されど100人」

100人でできることが1000人，
万人だとできなくなる不思議



着眼

確立

実装

社会的評価

普及

防災【も】まちづくり事例：伊豆市土肥地区「観光防災まちづくり」みんなで考える会

6分・10mの津波が想定される
伊豆市土肥地区（土肥温泉）における
観光防災まちづくり計画の策定
●確実に前向きに動く地域社会の創出
●土地利用規制による工夫溢れた暮らし方の実現

津波防災地域づくり法によるゾーニング

丁寧なリスクコミュニケーション
徹底したボトムアップの議論の蓄積

全国初・唯一の
津波災害特別警戒区域（オレンジゾーン）を指定

防災至上主義からの脱却・総合的なプローチ
既存制度を新しい解釈を実計画にて社会に提示

7

災害への備えは，観光地の「売り」の一つへ

安心のおもてなし

人口減のオーダー感
人口3,000人超
毎年100人減

全国初の津波災害特別警戒区域の指定を
申し出る（全国最初，唯一）



8

ジャパン・レジリエンス・アワード（国土強靭化大賞）2018グランプリ受賞

“海と共に生きる”
観光防災まちづくりをみんなで考える会

市民が防災担当大臣と対談（2018.10）



避難タワー兼展望台商業施設の複合施設（2024.7開業）
「テラッセ オレンジ TOI」

• 避難複合施設

(459) （仮称）松原公園津波避難複合施設 イ
メージ動画 - YouTube

https://www.youtube.com/watch?v=8wG05Eh4HvY
https://www.youtube.com/watch?v=8wG05Eh4HvY




南海トラフ地震臨時情報
NHKニュース，土肥 検索

NHKニュース（2024.8.12）：南海トラフ地震臨時情報受け伊豆市土肥地区で対応強化
https://www3.nhk.or.jp/lnews/shizuoka/20240812/3030024910.html



１ レジリエンスを高める＝復興と防災をトータルで考える

レジリエンスを構成する3つの要素
➊復旧・復興できるレベルに被害を抑止

➋速やか，かつ，円滑な復旧・復興

➌災害後の社会経済状況への適応（先取り適応）

❷復旧・復興の加速

100%

（機能）

（時間）

災害発生

➊
復
旧
・復
興
で
き
る

レ
ベ
ル
に
被
害
を
抑
止 復旧時間の短縮

復興できない

➌災害後の社会経済状況への適応（先取り適応）

これからの時代：
復興できない状況も視野に入れる必要がある

• 復興を加速させるための準備
• 復興のボトルネックの事前解消

• 復興の目標像の事前検討

• 防災・減災の上乗せ



➊復旧・復興できるレベルに被害を抑止

• ハザード（浸水等）のないエリアへの集落移転の試み

• 沼津市重須地区：高台農地を宅地化し，移転

• 徳島県美波町由岐地区；高台への一部移転の試み

• 井若先生ら徳島大学の試み

• ・・・・・

• ハザード（浸水等）が存在するエリアの低密度化

• 北九州市での逆線引きの検討

• 土砂災害のハザードのある斜面地を市街化調整区域へ変更する

• 立地適正化計画における誘導区域を原則，指定しない？

• 原則として災害レッドゾーンを外す

• ・・・・・・

• ハザード（浸水等）が存在するエリアにおける
リスク増大の抑止

• 静岡県伊豆市土肥地区：

• 津波災害特別警戒区域
（通称：オレンジゾーン）の指定

• 災害レッドゾーンの開発許可の原則禁止
（都市計画法改正）

• 各地での市役所等の庁舎移転
• 和歌山県田辺市，・・・・・

• ・・・・・

区域 関係法令

災害危険区域 建築基準法第39条第1項

地すべり防止区域 地すべり等防止法第3条第1項

土砂災害特別警戒区域
土砂災害警戒区域等における
土砂災害防止対策の推進に関する法律
第9条第1項

急傾斜地崩壊危険区域
急傾斜地の崩壊による災害の防止に関す
る法律第3条第1項



１ レジリエンスを高める＝復興と防災をトータルで考える

レジリエンスを構成する3つの要素
➊復旧・復興できるレベルに被害を抑止
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➌災害後の社会経済状況への適応（先取り適応）

これからの時代：
復興できない状況も視野に入れる必要がある

• 復興を加速させるための準備
• 復興のボトルネックの事前解消

• 復興の目標像の事前検討

• 防災・減災の上乗せ

復興の事前準備
復興準備



➋速やかな復旧・復興：ソフトとハード

• ソフト：マニュアル等の作成・検討    ・・・・阪神・淡路大震災以降

• マニュアル習熟のトレーニング：行政職員、住民（東京都，区部） ・・・・阪神・淡路大震災以降

• 復興イメージトレーニング（国土交通省手引き，さいたま市他多数） ・・・・2008年頃～

• 事前の復興計画（高台移転計画）の策定支援（和歌山県） ・・・・東日本大震災以降

• ハード：      ・・・・東日本大震災以降

• 応急仮設住宅用地の事前確保（徳島県美波町）

➋速やか，かつ，円滑な復旧・復興

❸復興のボトルネックの解消



１ レジリエンスを高める＝復興と防災をトータルで考える
先取り適応＝変わる力

レジリエンスを構成する3つの要素
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❸災害後の社会経済状況への適応（先取り適応）

• 村田兆治（1968-1982-1990）

• カムバック賞：右ヒジを壊した後、速球派のまま回復（1985）

• 鈴木孝政（1973-1982-1989）
• カムバック賞：右ヒジを壊した後、速球派から軟投派に転じ、
先発転向もあり見事受賞（1984）

• 西本聖（1976-1987-1993）
• カムバック賞： ３年連続一桁勝利の後、巨人から中日に移
籍。移籍初年度に20勝で最多勝獲得した（1989）

• 山本昌（広）（1987-1995-50歳で引退）

• 常にスタイルを変えながら、現役を続行

• 今中慎二（1989-1997-2000）

• 与田剛（1990-1993-2000）

どらおたhttp://www.dragons-otaku.com/title/56/，2015.5.18アクセス，Wikipedia他

http://www.dragons-otaku.com/title/56/


速球派

技巧派
軟投派

肉体的故障の質・程度

精神力取り巻く環境（家族・周辺の支え）

治療・手術内容

肉体的回復力

転職：コーチ

転職：タレント

故障

取り得る選択の幅：変われる力

肉体的強靭性
体調管理

累積投球数

転職：解説者

速球派



被災前の地域

技巧派
軟投派

災害の質・程度

地域の経済的回復力外的条件（近隣市との関係：産業連関等）

復旧・復興施策の内容

地域の文化的社会的回復力

元に戻る
転職：タレント

転職

自然
災害

取り得る選択の幅：変われる力
地域に内在する
説明変数

地域に内在する
説明変数

物的環境の強靭性
維持管理

災害の外力

「強靭性」

「感受性」

「可変性」

「弾性エネルギー」

具体的なオプション？ 都市における技巧派，軟投派とは？

外的条件



常磐炭鉱閉山
（1955～縮小，1976閉山））

常磐ハワイアンセンター(1966）
現・スパリゾートハワイアンズ

Build Back Better

変わること
2006

変われる素地を
創っておくこと



ご清聴ありがとうございました

男鹿市観光協会

地域防災の取
り組み 

常識 文化
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